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マテリアリティの取組み・KPI の策定及び 

TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）提言に基づく情報開示の開始に関するお知らせ 

 

 

当社グループはサステナビリティ経営のさらなる推進に向けて、マテリアリティの取組み・KPIの策定、

ならびに、TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）提言に基づく情報開示を開始しましたので、お

知らせいたします。 

記 

 

1. サステナビリティ経営の推進状況 

当社では、サステナビリティを重要な経営テーマと考え、その取組みをより一層強化し実行するため、2021

年 12 月に「サステナビリティ基本方針」の策定および「サステナビリティ委員会」を設置いたしました。あ

わせて当社グループが優先的に取り組むべきマテリアリティ（重要課題）の特定を行い、サステナビリティ

経営を推進しております。 

 

2. マテリアリティの取組み・KPI の策定 

この度、事業活動を通じたサステナビリティへの貢献と経営基盤の強化を、より具体的に進めていくため

に、マテリアリティに対応する取組み内容と KPI を定めました。今後は、策定した取組みの実行と KPI の管

理を通じて、サステナビリティ経営の更なる推進を図っていきます。なお、取組みと KPI は適宜見直しを行

うとともに、検討中のものについては随時情報開示を進めていきます。詳細は別紙もしくは日本調剤グルー

プサステナビリティサイトをご覧ください。 

日本調剤グループサステナビリティサイト：https://www.nicho.co.jp/corporate/sustainability/  

 

3. TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）提言に基づく開示 

 東京証券取引所によるコーポレートガバナンス・コードでは、プライム市場上場企業に対して、金融安定

理事会による TCFD 提言に基づく情報開示が求められております。当社においても、気候変動に係る対応は

サステナビリティ経営における重要事項であると認識しており、この度 Scope1、Scope2 の CO2排出量を算

定し、日本調剤グループサステナビリティサイトで公表しました。今後は、TCFD 提言に基づく対応・開示

を段階的に行い、気候変動問題への対応を一層進めてまいります。 

以 上 
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